
そらあみのあゆみ 海に向かう漁網が空に向かうとき
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三宅島を初めて訪れたのは3年前の2 011年6月。

島を大学に見立て 「誰もが先生、 誰もが生徒」をコンセプトにさまざまな学びの場をつくり出すプ

ロジェクト 「三宅島大学」を立ち上げるため、22名ほどのア ーティストや研究者による調査団の一

員とLてやってきた。この時 、漁網編みの�iii匠となるペテラン漁師 「じい」と出会う。他のリサ ー

チャ ーが島内各所を同る中、 全5日問の滞在期F贔毎日船小屋へ通い 「網の緬み方」を学んだ' .: .: 

で自ら編み上げたのは、たった50cm匹方ほどの網だったが、見た目の美しさはもちろん、「コミュ

ニティをつなぐ所作」としての可能性を感じていた。

三宅島で出会った漁網編みの技術はア ー トプロジェクト「そらあみ」へと昇室し、たった3年の間

に全国9カ所で展開した。岩手県釜石市の仮設住宅では東日本大震災の津波で流された漁飩糸を

使って編み、 それぞれ別地区から入居し当時孤立していた人々に新たなつながりを生み出した。東

京都台東区の浅草神社では社紋である三編み紋をモチー フとして、 氏子と観光客が一緒になって編

み、 飛鳥時代に遡る浅草の由来を現在進行形で表現した。香川県坂出市の塩抱諸烏では瀬戸大橋が

架かったことで定期船がなく なり、 関係が希薄1こなった5つの島 の130人の漁師と絹み、瀬戸内海

で今も共に生きる絆を形1こした。宮城県塩室市の浦戸諸島では東日本大震災の津波から湾を守った

島々と、 島々に守られた湾と、 それぞれに生きる人が共に編み、 湾のむこ うとこっちに暮らす人の

視点がつながる場をつくりだLた。

こうして、何も捕まえない漁網編み1ま rコミュニティをつなぐ所作」となり、海と時を超えて空を編

んでいった。
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《そらあみ〉は参加者と共に空1こ駒かって漁網を編むこと

で、人をつな包記憶をつなぎ．完成した網の目を通して

±地の風景を捉え直すプロジェクトである。

網は有史以前より世界各国で作られ使用されてきた。‘‘綱
む” ことは、人類にとって最も古い技術の内のひとつであ

る。現狙機械編みが上流となり失われつつある ‘‘漁網を

紺む” という古来より海辺で営まれてきた普遍的な所作を

実際に行ってみると、波ゃ風や鳥の声を間近に感じ、自然

の時の流れに向き合い、我々日本人の中に眠る海洋民とし

ての感覚を開くスイッチを入れるような作用がある。それ

は、新しくて懐かしい感覚である。そして何より、網を編

む行為には人を寄せる力がある。では本来、海に日かう漁

網が空に廊かったとき、網の目を通Lて捉え直す士地の風

景とはいったい何を意味するのだろうか。〈そらあみ》のは

じまりからこの3年を転り返る。

《そらあみ）の誕生には東n本大孟災を超点とした前後2度

の航海、そして、島に生きる1 人の漁師との出会いが深く

関わっている。自分は恨災前、日本からミクロネシアまで

の人平洋航海の経験から、海からこの日本というtf,l!!Jを跳

めることで見えてくる、陸を中心とした考えによって発展

した後期資本主義社会への速和感を感じるようになってい

た。そして震災後、京都から新潟までの1:l本海航海の経験

から、海に対して剥き出しになった幾つもの原子）」発電所

を実際に眺め、海からこの島園の原発問題や、人と自然と

の向き合い方を考えていくこととなった。そんな2つの航海

を通Lて ‘‘海からの視座” をより強く意隣し活動していく過

程 の中で｀東京から南へ180kmの太平洋に浮かぷ、これま

で20年に一 度ほどの周期で噴火してきた火山店、言わば、

自然災害と向き合って生きる島 “三宅島” で1 人のベテラン

漁師と出会い、網の紺み方を習い《そらあみ》は生まれた。

その出会いが2011年6月。あれからたった3年の間に、岩

手県釜右rliの仮設住宅や宮城県塩章rliの浦戸諸島といった
被災地をはじめ、網を社紋とする浅草神社や瀬戸内海に浮

かぶ塩飽諸島など、日本各地の9つの地域で《そらあみ》を

展開した。そして2013年11月に 「焔島式」と題して、各

地で霜まれた網を＝宅島に集結させ、1枚の大きな網とし

て高さ約6m、全長lllmの《そらあみ》を編みI:げた。そ

こには、各地で共に網を綱んだ人も駆けつけ、網と共に人
も海を超えてつながる機会となった。ひとつなぎとなった
巨大な《そらあみ〉は、海側から見ると網のむこうに白煙を

上げる雄111があり、Jlr側から見ると絹のむこうに遥か彼方

まで広がる太平洋があった。各地で綱んだ網の中でも不思

議なことに三宅島で編んだ網が一番透けているというか、

土地に馴染んで見えたのがとても興味深く印象に残ってい
る。〈そらあみ〉は、糸を染める時にI:地に縁のある色を選

択する。故に、＝．宅島の網の部分が馴染んで見えたのだろ

う。 I: 地の色というものがそこにあるからなのかもしれない。

《そらあみ》は、空に掲げた時、網であるが故に、士地の風

景に透けて見えるc風を受け揺らぎ、見る角度や｀時間帯

によって、現れたり消えたりする。そんな《そらあみ〉をし

ばらく眺めていて、こんなことを考えていた。

網の編み方は世界共通、網が編めれば、海を超えて、むこ

うとこっちの人がつながれる。

絹の編み方は人類の知息、網が編めれば、時を超えて、過

去と未来の人がつながれる。

魚を獲るために海に向かってきた網が、空に向かった時、

網を編むという所作はコミュニケ ー ションツ ー ルとなり、

現在を生きる人達との開係も、過去と未米を生きる人達と

0)閲係も絹みつなぎはじめる。

こうして空に親が紺まれた時言 網目越Lに見える世界は視

党的にも精神的にも揺らいで見える。それは、今我々が歩

む世界を疑い、いま一 度、人類の記憶を辿り、我，，，，が進む

べき道を信じ、見つめ直すための窓となる口

海へ出て、今いる枇界を疑え1網を編み、人類の記憶を辿れ1

そんな目葉が、頭に浮かんでいた。見えない未来を兄るた

めに、今、アートがすべきことは｀切迫した後期資本主義

社会の中に 「余白」であり、「空き地」のような場をつくり、
“人が人になったころの記憶を屈い出すこと” かもしれな

い。自分の場合はそれを、網を編んだり、落ち葉を掻いた
り、布団を干したり、といった日常の中にある古来より続

く普遷的な所作を悛働・蓄積する場をつくり、それを風景

とLて立ち上げるというプロセスを源して、表現している。

なぜ振り返らなければならないのか。それは、今、人類の

行き先が分からない時代になったからである。行き先が分

からない時はどうしたらいいだろうか？答えは簡単だ。船

での航海中はこうする。今いる場所からスク ート地点を見

つけることである。その2 点を粕んだ先が我々の目指して

いる進むべき針路であふ潮に流され、気が付けば行き先

がズレている時もある。その時は修正すればいい。では人

類のスタート地点はどこになるのだろうか？それは人が人

になった頃の記憶の中にある。普逼的な所作を通Lて、自

らの身体感消で、そこにアクセスするのだロ

文化という風民は、人頚の所作によって描かれる。

網の目を通して捉え直す風景の先に進むぺき未来がある。
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帰島式

ヽ

三宅島大学にはじまり、その後、京都府舞鶴

や宮城県塩竃、 瀬戸内海に浮かぶ塩飽諸島な

ど日本各地で制作された《そ らあみ》を三宅

島に集結させ、 一枚の 大きな網へと繋ぎ合わ

せた「そらあみ ー三宅島ー」帰島式の記録です。

人との繋がりだけでなく、 日本古来の海洋

文化とも深い関わりを持つこのプロジェクト

について、企画者である五十嵐靖晃氏による

3年間の活動の総括に加え、 海洋文化を研究

している社会学者、 山田創平氏の論考を収録

しています。

かつて私たちが育んでいたはずの海の歴

史・文化をア ー トプロジェクトがどのように

再構成することができるのか。 その挑戦をこで

覧いただければ幸いです。
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